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性
事
情

　
本
年
９
月
、
日
本
生
産

性
本
部
の
海
外
調
査
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

生
産
性
研
究
の
世
界
的
権

威
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
経
済
学
部
デ
ー
ル
・
Ｗ

・
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教
授

を
訪
問
し
た
。
ジ
ョ
ル
ゲ

ン
ソ
ン
教
授
は
、
世
界
各

国
の
経
済
成
長
と
生
産
性

を
研
究
す
る
Ｋ
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
り
、
全
世
界
の
生

産
性
研
究
者
や
政
策
当
局

者
と
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
下
で
精
力
的
に
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
に
首

相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た
国

際
金
融
経
済
分
析
会
合

で
、
世
界
経
済
情
勢
と
日

本
の
今
後
の
政
策
運
営
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
、
日
本
経
済

に
つ
い
て
も
強
い
関
心
と

多
く
の
研
究
実
績
を
有
し

て
い
る
。本
コ
ラ
ム
で
は
、

ま
ず
今
回
の
調
査
で
得
ら

れ
た
日
本
の
生
産
性
に
関

す
る
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教

授
の
指
摘
を
、
２
回
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　

◇

　
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教
授

に
よ
れ
ば
、
日
米
の
生
産

性
格
差
は
、
日
本
の
「
生

産
性
ス
ラ
ン
プ
期
」
と
も

い
え
る
�
年
以
降
に
再
度

拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
間

に
米
国
が
必
ず
し
も
高
い

生
産
性
の
伸
び
を
示
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
が
、
産

業
レ
ベ
ル
で
生
産
性
の
日

米
格
差
を
確
認
す
る
と
、

製
造
業
に
は
大
き
な
差
が

な
い
一
方
で
、
非
製
造
業

で
は
明
ら
か
に
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
。

　
特
に
、
農
業
、
不
動
産
、

電
力
、建
設
、金
融
、保
険
、

サ
ー
ビ
ス
、
卸
小
売
と
い

っ
た
、
①
事
業
内
容
が
国

内
市
場
に
集
中
し
て
お

り
、
②
規
制
に
守
ら
れ
て

い
る
産
業
が
格
差
拡
大
の

主
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
特
に
、
農
業
と
電
力

産
業
が
典
型
例
で
あ
り
、

国
際
競
争
か
ら
守
ら
れ
て

い
る
点
が
特
徴
的
だ
。
競

争
促
進
的
な
政
策
の
下

で
、
こ
れ
ら
非
製
造
業
の

生
産
性
を
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の

が
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教
授

の
見
立
て
で
あ
る
。

　
今
後
の
日
本
経
済
に
と

っ
て
、
成
長
戦
略
の
実
施

が
極
め
て
重
要
と
な
る

が
、
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
焦

点
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も

問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ

た
。
競
争
を
軸
と
し
た
産

業
の
再
構
築
が
必
要
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
策

の
優
先
順
位
が
曖
昧
で
あ

る
日
本
の
現
状
に
対
し
て

は
、
個
々
の
政
策
メ
ニ
ュ

ー
の
達
成
に
関
す
る
難
易

度
を
政
策
当
局
が
正
確
に

認
識
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
の
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。

　
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教
授

の
日
本
政
府
へ
の
主
た
る

ア
ド
バ
イ
ス
は
、
全
面
的

な
岩
盤
規
制
の
撤
廃
へ
闇

雲
に
取
り
組
む
の
で
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
、

卸
小
売
と
い
っ
た
幾
つ
か

の
産
業
で
特
に
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
な
規
制
を
撤
廃
す
る

と
い
う
姿
勢
で
臨
む
べ
き

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
農
業
と
電
力
産
業

を
対
象
と
し
て
集
中
的
に

取
り
組
み
、
政
策
メ
ニ
ュ

ー
の
リ
ス
ト
を
可
能
な
限

り
早
期
に
完
成
さ
せ
る
べ

き
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
た
。

　
生
産
性
の
向
上
に
つ
い

て
ア
メ
リ
カ
の
経
験
か
ら

学
び
う
る
好
例
と
し
て

は
、
米
国
で
７
０
０
０
店

舗
を
有
す
る
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
で
あ
り
積
極
的
な
店

舗
開
発
を
行
っ
て
い
る
Ｃ

Ｖ
Ｓ
の
例
が
示
さ
れ
た
。

競
争
的
な
環
境
の
下
で
、

適
切
な
Ｉ
Ｔ
資
本
を
導
入

す
る
と
と
も
に
人
的
資
本

を
蓄
積
し
た
こ
と
で
、
高

い
生
産
性
の
改
善
を
実
現

し
た
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
経
験
は
日

本
企
業
に
も
参
考
に
な
る

だ
ろ
う
。
従
来
、
紙
中
心

で
運
用
さ
れ
て
い
た
処
方

箋
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
平
均

し
て
�
％
程
度
の
案
件
に

入
力
ミ
ス
な
ど
の
エ
ラ
ー

が
あ
っ
た
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｓ
は
、
処
方
箋
の

情
報
が
正
確
に
処
理
さ
れ

る
こ
と
を
担
保
す
る
確
認

プ
ロ
セ
ス
を
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
に
導
入
す
る
こ
と
で
こ

の
解
決
を
図
っ
た
。
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
う
し

た
Ｉ
Ｔ
資
本
の
導
入
に
加

え
、
全
店
舗
の
従
業
員
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
会
を
提

供
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｉ

Ｔ
資
本
と
こ
う
し
た
補
完

的
な
人
的
資
本
の
適
切
な

蓄
積
が
競
争
の
源
泉
と
な

り
、
革
命
的
な
生
産
性
改

善
を
実
現
で
き
た
。

　
筆
者
自
身
も
近
年
の
研

究
で
異
な
る
種
類
の
資
本

間
に
お
け
る
こ
う
し
た
代

替
・
補
完
関
係
に
着
目
し

て
い
る
。
多
く
の
日
本
企

業
に
と
っ
て
示
唆
に
富
ん

だ
事
例
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ

ン
教
授
は
、
競
争
促
進
的

な
環
境
を
導
入
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
一
貫
し
て
強

調
し
て
い
た
。日
本
で
は
、

地
方
自
治
体
や
産
業
レ
ベ

ル
の
規
制
が
生
産
性
の
改

善
を
妨
げ
て
お
り
、
競
争

促
進
的
な
環
境
の
導
入
が

最
終
的
に
は
業
界
利
益
に

か
な
う
と
い
う
点
が
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
か
ら
、
競
争
促
進
的

な
環
境
を
導
入
す
る
た
め

に
は
世
代
レ
ベ
ル
の
時
間

が
か
か
る
と
い
う
点
を
理

解
し
た
上
で
、
限
ら
れ
た

政
策
的
資
源
を
用
い
て
生

産
性
向
上
に
向
け
た
環
境

整
備
の
「モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」

を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
強
力

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ

た
。

　
（
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）
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早
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田
大
学
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大
学
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ゼ
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Ａ
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（
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）
。

１
９
９
８
年
日
本
開
発
銀

行
（
現
・
日
本
政
策
投
資

銀
行
）
入
行
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
ウ
ェ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド

国
際
問
題
研
究
所
研
究

員
、
日
本
大
学
経
済
学
部

准
教
授
を
経
て
、
�
年
か

ら
現
職
。


